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は じ め に

加治 ・神前 ・畠中遺跡は本市の中央部を流れる近木川右岸に位置 し、縄文時代より続 く本市最

大の遺跡範囲を有する遺跡であります。市役所庁舎周辺においては多 くの調査が実施 され
、古墳

時代から中世にかけての遺構を多数確認 しており、当地域にその時代の中心部をなす集落等が存

在 していたことが窺えます。

今回、新たに調査のメスが入 り、本遺跡の歴史を明らかにする機会に恵まれ、また、本調査概

要報告書 として刊行するはこびとなりましたことは、過去の人々の暮 らしを明 らかにすることに

おいて有意義なことと考えます。

本書刊行にあたりまして、皆様の文化財 に対するご理解を深めていただ くとともに、文化財の

保護、保存、研究の一助 となれば幸 いに存 じます。

なお、調査並びに本書作成にあたり、関係者各位 には多大なご理解、 ご協力をいただき、末筆

ではありますがここに深 く感謝の意を表 します。

平成9年3月31日

貝塚市教育委員会

教育長 福 井 翌 彦



例 言

1.本 書 は、貝塚市役所総務部庶務課、住宅 ・都市整備公団の依頼により、大阪府貝塚市加神、

他地内に所在す る加治 ・神前 ・畠中遺跡において実施 した、共同住宅建設に伴 う事前発掘調査

の概要報告である。

2.確 認調査 は平成6年10月11日 から10月15日 にかけて実施 し、発掘調査は平成7年4月3日 か

ら11月17日 にかけて実施 した。なお、内業調査にっいては平成8年12月26日 に終了 した。

3.調 査にあたっては、貝塚市役所総務部庶務課、住宅 ・都市整備公団より多大な理解 と協力を

得た。記 して感謝の意を表す。

4.発 掘調査は貝塚市教育委員会社会教育課学芸員前川浩一、上野裕子が担当 した。

現地 ・内業調査および本書作成にかかる諸作業にっいては下記の諸氏の参加を得て実施 した。

稲 田広美 尾越功一 梶原 剛 木戸えり子 田口陽子 高橋梨紗

中辻澄子 西野京子 橋本さお り 溝端美也子 山本一吉 山本寿子 ゜

米子千智

5.本 書の編集は上野が行 い、執筆 は第1章 、付論は前川が担当し、それ以外は上野が担当した。

6.遺 物写真撮影 は、上野が行 った。

7.出 土遺物、調査記録は貝塚市教育委員会において保管 している。

8。 遺物整理にあたっては坪之内 徹氏(奈 良女子大学)、 森村健一氏、嶋谷和彦氏(堺 市立埋

蔵文化財センター)の ご教示を得た。記 して感謝の意を表す。
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第1章 調 査 に 至 る経 過

大阪府貝塚市加神他地内に所在する旧貝塚市立公民館、貝塚市立市民体育館、貝塚市立青少年

セ ンター等の跡地内、約6 ,000㎡の敷地内に、共同住宅の建設計画が平成6～8年 度事業 と して

もちあがり、貝塚市役所総務部庶務課、住宅 ・都市整備公団より埋蔵文化財の取 り扱いにっいて

協議の申し入れがあった。

建設予定地は、周知の遺跡、加治 ・神前 ・畠中遺跡の北端部にあたり、従前の発掘では遺跡の

状況が不明確な地域であった。 しか し、開発面積が膨大であり、周辺の確認調査において遺物包

含層を確認 していることか ら、中世等の遺構が存在 していることは十分推定できる地域であった。

そ こで、庶務課と貝塚市教育委員会との間で協議 を重ねた結果、開発地内において事前に確認

調査を実施 した上で、遺構等の存在が明らかとなった場合、発掘調査を実施するとの合意をみた。

確認調査は開発計画にもとづき、開発地内に9ケ 所の調査 トレンチ(面 積210㎡)を 設定 し、

平成6年10月11日 から10月15日 にかけて実施 した。調査前の状況では、敷地内に多数の建物が建

設 されてお り、既設の建物によって大幅に削平されていることが予想されたが、調査の結果、破

壊は少ないことが判明し、開発地の北半分では中世の遺物包含層が良好に存在 し、南半分では近

世の粘土採掘土坑が存在することが明らかとなった。

開発地は一部周知の遺跡外になるため、遺跡範囲拡大の必要か ら、遺跡発見通知書の提出を求

め、遺跡範囲を北東側に拡大 した。

確認調査の結果をもとに、再度、開発計画と遺跡 の取 り扱いにっいて協議を開始 した。開発地

のほぼ全域において掘削工事がおよび、現状保存 は不可能であることが判明した。そこで、遺跡

の取 り扱いにっいて協議を重ねた結果、開発行為によって遺跡を破壊す る約5
,250㎡にっいて発

掘調査を実施することの合意を得た。

発掘調査は平成7年4月3日 から11月17日 にかけて実施 した。調査は開発計画や掘削土の関係

から2分 割 し、北半分を第1区 とし、南半分を第2区 とした。第1区 の掘削土を第2区 部分に仮

置 きし、その後場外搬出し、第1区 終了後第2区 の調査に着手 した。
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1.沢 新 出遺 跡2.沢 海岸遺跡3.沢 遺 跡5.長 楽寺 跡7.丸 山古墳8.地 蔵堂廃 寺9.下 新出遺跡16.河 池遺 跡19.泉 州麻

生塩壺 出土地20.堀 遣 跡21.橋 本遺跡22.貝 塚寺 内町遺跡23.加 治・神前 ・畠中遺跡24.明 楽寺跡25,沢 共 同墓 地遺跡27.沢 海

岸北遺跡28.沢 城 跡29.新 井・鳥羽遺跡30.新 井 ノ池遺 跡34.澱 池遺 跡35.積 善寺城 跡51.窪 田遣 跡・窪 田廃寺57.堤 遺跡58.

小瀬五 所 山遺跡59.石 才遺跡60.王 子遺跡66.脇 浜遺跡67.今 池遺跡70.石 才南遺 跡72.地 蔵 堂遺跡75.新 井・鳥羽北遣 跡

78.沢 西遣 跡79,王 子酉遺跡80.津 田遺跡82.福 田遺 跡86.麻 生中 出ロ遺跡87.小 瀬遺跡88.堤 三宅遺跡89,沢 新開遺跡90.

沢 タナ ジ リ遣 跡91.堀 新遺跡93.麻 生 中下代遺跡94.堀 秋 毛遣跡96.沢 老 ノ塚 遺跡97.東 遺跡102.津 田北遺跡109.窪 田ハマ

デ遺跡110.海 塚遺 跡

図1.貝 塚 市 遺 跡 分 布 図
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第2章 位 置 と環 境

加治 ・神前 ・畠中遺跡 は近木川右岸の段丘上に位置 し、南北1400m、 東西1100mに 及ぶ弥生～

中世 の集落跡である。遺跡の周辺 には、北側に縄文か ら近世にかけての生産遺跡である脇浜遺跡

や願泉寺を中心 に寺内町として栄えた貝塚寺内町遺跡の他 に、堀新遺跡、津田遺跡などが存在す

る。 また、西側から南側 ・東側にかけては戦国時代の城跡である沢城跡、平安時代の寺院跡であ

る明楽寺跡の他、澱池遺跡、窪田遺跡 ・窪田廃寺、市域唯一の前方後円墳である丸山古墳
、王子

遺跡、地蔵堂遺跡、積善寺城跡、石才遺跡、新井鳥羽遺跡、福田遺跡などが広が り、周囲を取 り

囲んだ形 となっている。

加治 ・神前 ・畠中遺跡周辺の遺跡で最 も古 い遺構例 は縄文時代のものである。縄文時代以前に

ついては旧石器が数点採取 されているが、明確な遺構 として検出 した例 は無い。縄文時代の遺構

としては、1985年 度に大阪府埋蔵文化財協会の行なった脇浜遺跡の調査において
、縄文晩期の流

路が検出されている。弥生時代には明確な遺構は見っかっていない。ただ弥生土器等の遺物 は各

遺跡で出土 しており、周囲に弥生時代の集落が存在 したことは明らかである。古墳時代 になると

丸山古墳を中心に、いくっかの埋没古墳が確認されているほか、大阪府埋蔵文化財協会の調査で

竪穴式住居や掘立柱建物等の住居跡も検出されている。飛鳥～奈良時代、平安時代にかけては、

調査区の南側、貝塚市役所周辺の調査において掘立柱建物や溝、井戸等の遺構を検出し、 この辺

りが集落の中心 となっていたと思われる。また、奈良時代の秦廃寺を始めとして平安時代の寺院

図2.調 査地位置図
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も建立 され始 める。中世 になると周辺 は耕作地 として開発され、普遍的に鋤溝等の遺構を検出す

る。調査区 も近義庄の近木里に比定されており、中世近義庄に組み込まれていた。またコモ池の

西側や窪田遺跡・窪田廃寺、王子遺跡、澱池遺跡等で掘立柱建物 も検出している。近世 になると

願泉寺を中心 として寺内町が誕生する。貝塚寺内町遺跡では最近の調査 により堀の様子 も解明さ

れっつあり、また海岸線を限る土塁状の遺構 も検出している。街道 も整備され、津田遺跡には紀

州街道沿いに築かれた陶器窯が存在 し、明治まで創業 していた。これ らの陶器片が多数出土 した

のが堀新遺跡である。

このように調査区周辺では各時代を通 じて多数の遺構を検出している場所であり、試掘調査の

結果等 により、江戸時代以降の粘土採掘坑や中世の耕作跡、溝等の遺構を検出できるものと想定

して調査を開始 した。
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1

第3章 調 査 成 果

1.調 査概要

調査地 は加 治 ・神前 ・畠中遺跡 の東端 に位置 して いる。調査に先立 ち、9ケ 所の試掘調査を行 っ

た結果、中世 の包 含層 が良好 に残 り、 中 ・近世 を中心 と した遺構 が存在す る ことが明 らか とな り、

調 査を行な うこととな った。

調査 は開発計 画に沿 って5245㎡ の調査区 を設定 し、2778㎡ を第1区 、2467㎡ を第2区 と して2

回に分割 し、第1区 は4月 ～7月 、第2区 は8月 ～11月 にかけて調査 した。 調査区 は国家座標 に

基 づ き、5m×5mの 区画 を設 け、北か ら1～19、 東 か らA～Vの 番号を与 え た(図3)。 調 査

は盛土、現代耕土 まで を機械 で掘削 し、以下 人力 によ って掘 り下 げた。

調査地 には既設建物 と して、中央公民館、体育館等 が あ り、その基礎等 に よって多 くが破壊 さ

れ ていたが、良好 に残 って いる部分で調査 を行 な った。遺構検 出 は第4層 、地 山上面 にて行 い、

両面全体 において遺構 を検出 した。
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2.基 本層序(図4)

T.P.十14.500m

T.P.+13.500m

T.P.十14.500m

t:盛 土及び耕土

2:10YR4!1褐 灰色砂礫 混シル ト

3:lOYR5/1褐 灰 色シル ト

4:7.5YR5/1褐 灰色粘質 シル トOl
m

図4.基 本 土 層 柱 状 図

調査 区の基本層序 は大 まか に4層 に分層で きる。

第1層 は盛土 であ り、第2層 か ら以下包含層 とな

る。地 山 は現地表下約1mで 検 出 して いる。 地 山

の レベ ル はT.P.-13.200～13.700mで 南東 か ら

北西 に向か って低 くな ってい る。現状地盤 の レベ

ルはT.P.-13.900～14.300m、 同様 に南 東 ～北

西 に向か って低 くなる。以下各層 にっ いて詳細 な

説明 を行 な うことにす る。

第1層;現 代 の盛土 と耕土で ある。層 厚約40～70

cmを 測 る。 中央公民館、体育館建設 の際 に造 成 さ

れた もの と思 われ る。粘土採掘坑 は本層 を取 り除

いた段 階で検 出 してい る。

第2層;10YR4/1褐 灰色砂礫混 シル トであ る。

層厚15～20cmを 測 る。遺物 は瓦器、土 師器、 須 恵

器が出土 して いる。下面 に は踏 み込 み痕等 が若 干

認 め られる。 おそ らく耕作土であ ると考え られる。

第3層;10YR5/1褐 灰色 シル トで ある。層 厚約

10～15c皿 を測 る。遺物 は瓦器、土師器、須恵 器 が

出土 している。瓦器は勝浦氏の和泉瓦器編年の皿期にあたるものが多 く、13世紀の時期が与え ら

れる。下面か らは鋤溝が認められ、耕作土であると考え られる。

第4層;7.5YR5/1褐 灰色粘質 シル トである。調査区の北東に堆積する。層厚約10c皿を測 る。

遺物は、瓦器、土師器、須恵器、石鏃が出土 している。本層は後述す る流路SD-301の 上面 を

覆 うよ うに検出された。おそ らく流路が埋 まった後、窪んだ面に堆積 した層 と考えられる。

地山は調査区中央部は黄色粘土であるが、一部西側一帯 に灰色砂礫土の層が堆積する。

3.検 出遺構(図5・6・7、 図版1・2)

遺構 は調査区全面で、近世の粘土採掘坑 ・井戸 ・杭跡、中世の耕作跡、溝SD-302、 古墳時

代の流路、土坑群、弥生時代の井戸SE-301等 を検出した。調査は第3層 を人力で掘 り下げた

後、第4層 上面 と地山上面で行なったが、厳密に分類す ると第1層 下面遺構;粘 土採掘坑、井戸

SK-124(図5)、 第3層 下面遺構;鋤 溝(図6)、 地山上面遺構;SD-302、 流路、土坑群、

井戸SE-301(図7)に 分けられる。調査区の南西部では、盛土 ・現代耕土の下か ら近世 の粘

土採掘が行なわれたために包含層や近世以前の遺構は存在 しない。他の地区では中世の鋤溝が全

面に存在 し、東側一帯には古墳時代の流路とその脇に土坑群が存在する。弥生時代の井戸は流路

を掘 り下げた後に検出した。以下主な遺構にっいて詳述する。
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図5.第1層 下面遣構配置図

一7～8一



図6.第3層 下面遺構配置図
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図7.地 山上面遺構配置図
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1:盛 土

1':コ ークス

2:現 代耕 土

3:10YR4/2灰 黄 褐色 シル ト

4:7.5YR4/1褐 灰 色砂礫 含 シル ト

5:2.5Y4!1黄 灰 色 シル ト(含2～3cm大 の地 山ブロック)

6:2.5Y4!1黄 灰 色シル ト(含3～5cm大 の地 山ブロック少量)

7:10YR4!1褐 灰 色シルト

8:2.5Y5!1黄 灰 色 砂質 土ブロックと地 山ブロックの混 在土

9:10YR4!1褐 灰 色シルトブロックと地山ブロックの 混在土

10:7.5YR4!1褐 灰 色砂礫 混土(含 地 山ブロック)

11:10YR411褐 灰色 砂礫混 土

ワ『■vs

iz:7.5YR4/1褐 灰 色土(含5cm大 の地 山ブロック)

13:7.5YR4/1褐 灰 色土

14:10YR4/1褐 灰色 土(含10cm大 の地 山ブロック)

15:7.5YR4/1禍 灰 色砂 質土

16:10YR4/1褐 灰色 砂礫 混土

17:N410灰 色細砂 ～ シルF(含 地 山ブロック多量)

18:10YR411褐 灰色 極細砂 ～ シル ト

19:7.5YR411褐 灰 色土

SK.12020:2.5Y4/1黄 灰色 粘質土(含 地 山ブロック少量)

zi

22:10YR4/1褐 灰色 粘質 土(含 地 山 ・包含層 ブロック)

23:2.5Y411黄 灰色 土

24:10YR4/1褐 灰色砂 礫混 土

N4/0灰 色細砂～シルト(3～5cm大 の地 山ブロック多量)

iSK-12

SK-11

725,2
.5Y4/1飯 色 緲 ～ シル ト

26:2.5Y4/1黄 灰色 細砂～ シル ト(含地 山ブロック)

27:10YR5!1褐 灰色 土ブロックと地 山ブロック混 在土

28:10YR411褐 灰色 土

29:2.5Y4/1黄 灰色極 細砂～ シル ト(含地 山・包含層 ブロック

30:2.5Y4/1黄 灰色極 細砂(含 地 山ブロック)D

31:2.5Y4!1砂 礫混 土(含 包 含層ブロック)

32:tOYR4/1褐 灰色 土

33:2,5Y4/1黄 灰 色砂 礫混 土

34:10YR4!1褐 灰色極 細砂～ シル ト

35:2.5Y4/1黄 灰 色砂 礫混 土

36:10YR4/1褐 灰 色土

937:2.5Y5/1黄 灰 色粘 質土ブロックと地 山ブロックの混在 土

38:10YR4/1褐 灰 色砂 質土

39:10YR4/1褐 灰 色極細 砂(含3cm大 の地 山ブロック多量)

40:7.5YR411褐 灰 色 土

41:7.5YR4!1褐 灰 色土(含 地 山ブロック)

42:10YR5/1褐 灰 色砂 質シルF

43:7.5YR412灰 褐色 シル ト

44:2.5Y4/1黄 灰色 砂礫 混土

45:2.5Y5/2暗 灰黄 色砂 質シル ト

46:2.5Y4/1黄 灰色 砂礫 混土

47:10YR411褐 灰 色土

48:10YR4/1褐 灰 色土(含 地 山ブロック少量)

49:2.5Y5/i黄 灰色砂 礫 混土

50:7.5YR511砂 質シル ト(含2～3cm大 の地 山ブロック多量)

51:2.5Y5/2暗 灰黄 色土(含 地 山ブロック少量)

52:7.5YR4!1褐 灰 色土(含 地 山ブロック)

}
SK-11953:2.5Y411黄 灰色砂 礫 混土

54:2.5Y4!1黄 灰色極 細砂 ～シル ト

55:10YR4/1褐 灰色 土

56:2.5Y4/1黄 灰色 粘質 土

57:10YR4/1禍 灰色 砂礫 混シル ト=第2層

58:tOYR5/1裾 灰色 シル ト=第3層

59:7.5YR4/1褐 灰 色粘質 土

60:N4/0灰 色シル ト

si:2.5Y618明 黄褐色 砂礫 混粘質土

SK-11862:N2/0黒 色 極細 砂～ シル ト

0
1 1

図8.粘 土採掘坑断面図(2区 ・西壁、北壁)

SK-112

2m
1
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粘土採掘坑SK-101～121(図5・8・9、 図版7・8)

本遺構は第1層 下面で検出 した土坑である。調査区の南西部一帯 に広がっている。遺構検出段

階では便宜上径約10～20mの 不整形の土坑群を21に分 けた。 しか し掘り進めると、底面では幅2

～3m 、長さ2～10mの 長方形を一単位 として採掘を行なった跡が伺え、何度か粘土採掘を行なっ

た結果、 このような不整形の土坑状を呈 したものと考え られた。深 さは15cm程 の浅い部分 もある

が、概ね約50cmか ら1mで かなり深 く掘 り込 まれている。埋土は褐灰色 もしくは黄灰色のシル ト

層に地山の黄色粘土や、第3、4層 包含層のブロックを含んでいる。最下層には所々に灰色の粘

土層が堆積 し、水が溜まったような状況を見せる部分 もあるが、粘土採掘後、それ程の時間をお

くこと無 く、周囲の粘土採掘を進めながら埋め戻 しを行なったものと考えられる。また、採掘 は

地山が粘土質の部分にのみ広がっており、おそ らく一定方向に粘土を探 り当てるような形で行な

われたものと考えられる。SK-104は 地山に褐灰色 シル トブロックが少量堆積す る程度 でほと

んど採掘を行なった形跡が見 られない。SK-104付 近の地山は灰白色の砂礫層で粘土採掘のた

め掘 り起 こしたが、粘土が見っか らなかったために、す ぐ埋 め戻 したものと思われる。また何度

か方向を違えて掘削 し直す事 もしており、SK-120の 一部では一単位の長方形の方向が乱れ る

部分がある。

遺物はそれ程多 くはないが陶器、磁器を中心 に、おそらく一緒 に採掘 した包含層の遺物 と考え

られる瓦器、土師器、須恵器等 も含んでいる。陶磁器 は16世紀の唐津皿等から18世紀後半のもの

が出土 している。肥前磁器は梅樹文やコンニャク印判 を押 した丸碗の出土が目立っ。二重網目文

碗、筒型碗、青磁染付碗は存在するが、広東碗 は存在 しない等の理由から18世紀中頃～後半を中

図9.SK-120瓦 出土 状 況
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心 と して掘削 され た もの と考え る。 また、SK-120の 底 面 か ら瓦 が一括 して出土 している。瓦

はT-9、S-10区 に分散 して お り、出土 した レベル は一定 で はない。瓦 に は火 を受 けた痕跡 が

あり、 周辺 には焼土や炭片等が広が って いる。 おそ らく粘土採掘後一括 して廃棄 した もの と思 わ

れ る。

この よ うに粘土採掘 は計画的尚且っ大規模な ものであ った と考 え られ る。 こうした大規模 な掘

削 はおそ らく政治的 に大 きな力が働 いて いた可能性が高い。堺環濠都市遺跡 で は環濠都市 をめ ぐ

る周辺 の遺跡で このよ うな大規模な粘土採 掘が行なわれてい る。貝塚市 に も調査 地 か ら北 へ500

mの 所 に貝塚寺内町遺跡が存在す る。本遺 構 はこの寺 内町 と大 きな関係 を もっ もの と考 え られる。

SK-124(図5・10、 図版6)

本遺 構 はL-12区 の第1層 下面で検 出 した素 掘 りの井 戸であ る。長軸2.5m、 南西 幅1.8m、 北

東幅2.1mで 、北東側 が幅広 い隅丸二等辺三角形状を呈 す。深 さは約3mで 、埋土 は上層 より1;

地山 と褐灰色 シル トブ ロックの混在土、2;黄 灰 色 シル ト・青灰色極細砂 ・青灰色粘土 の混在土、

3;青 灰色砂礫混粘土 と黄灰色粘質 シル トの混 在土の順 に堆積 し、湧水層 に達 す る。第2層 と第

3層 は水 を含 み、 ねばね ば して締 ま りが悪 く、第1層 は1cm大 の砂礫 を含 んで固 く締 まっている。

いずれ の層 もブ ロック等 を含み、埋土 の中 には、竹節 状の有機質 の小 片が認 め られるため、使用

後祭祀 を取 り行 ない、埋 め戻 した もの と考え られ る。遺 物 は土 師器、 陶磁器等 が出土 してい る。

本遺構 の上面 には凹地 に堆積 したと思われ る粘土採掘坑の埋土 が堆積 してお り、 したが って本遺

構の時期 は粘土採掘坑 よ り古 く、本遺構が埋 め戻 された後 に粘土採掘 が行 なわれた もの と考 え ら

れ る。

鋤溝群(図6、 図版6)

本遺 構 は第3層 下面で検 出 した鋤溝群であ る。調査区全面 に存在 す る。 いずれ も幅15～20c皿 、

深 さ3～15c皿 の小溝で あ る。 ほぼ南北方向の ものと、西へ約45° 振 る方向の ものがあ る。南北方

向 は南側、西 に振 るものは北側 に集中す る。埋 土 は10YR5/1褐 灰色 シル ト(第3層)で 、瓦器、

土師器が 出土 した。第3層 耕作 に伴 う遺構 と考え られ、13世 紀代 の ものであ る。

SD-302(図7・11、 図版5)

本遺 構 は地山上面で検 出 した溝で、J～N-1～2区 に位 置す る。SD-301が 埋 ま った後掘

られた もので、 ほぼ東西方向 にのびる溝であ る。幅約60～70cm、 深 さは約10cmで 断面U字 形 を呈

してお り、東～西 に向か って流 れて いる。埋土 は上層 が褐灰色 シル ト、下層 は褐灰色粘質 シル ト

であ る。遺物 は出土 して いない。

SD-301(図7・11、 図版3)

本遺 構 は地山上面で検 出 した自然流路であ る。調査 区東側一帯 に広 が り、 幅約13～20mで 南 か
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C C'T.P.十14.000m

:褐 灰色シルト

(含黄色粘土ブロック)

=粘 土採掘坑埋土

:黄 色粘土、褐灰色砂質シルトブ回ックの混在土

:黄灰色粘質シルト、青灰色極細砂

青灰色粘土の混在土

:青灰色砂礫混粘土と黄灰色粘質シルトの混在土

0 2m一
図10.SK-124
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1:7.5YR2!1黒 褐 色 砂 礫 混 シル ト

2:2.5YR2!1暗 赤 灰 色 極 細砂

3:2.5YR511暗 赤 灰 色 中砂 ～ 細 砂

4:7.5YR3!4暗 褐 色 粘 質 シル ト

5:7.5YR2!1黒 褐 色 砂 礫 混 シル ト

6:10YR211黒 色 粘 質 シル ト

7:2.5YR2/1暗 赤 灰 色 極 細 砂

8:2.5YR5!1赤 灰 色 中砂 ～ 細 砂

9:7.5YR4/1砂 礫 含 中砂

10:7.5YR411褐 灰 色 シルh

11:7.5YR4!3褐 灰 色 粘 質 シル ト

12:7.5YR4/1褐 灰 色 シル ト

2m



ら大 き く蛇行 しなが ら北 にむか って流 れてい る。深 さは約15～45c皿 で浅 い流路 であ る。埋土 は一

部最下層 に粘質 シル ト層 が堆積 す る箇所 があ るが、概 ね、下層 に暗灰色 か赤灰色 の砂礫層及 び砂

質 シル トが堆 積 し、上層 に同色 の シル ト層 が堆積 してい る状況 であ る。 ブロック等 は含んで お ら

ず、 自然 に埋 まった もの と考 え られる。第4層 は この流路 が埋 ま った後、凹地 に堆積 した ものと

思 われ る。遺物 は上層 か ら瓦器等が 出土 し、下層か ら須恵器杯 や土師器が出土 して いる。須恵器

は中村浩氏 の編年 で第1型 式5段 階 に該 当 し、5世 紀後半 の時期が与え られ る。 なお、本遺構北

西部 か ら有舌尖頭器 が出土 した。

SK-301～314(図7・12、 図版4)

本 遺構 は地 山上面で検 出 した土坑群 でC～F-9～13区 に集 中す る。 いずれ も長 さ約2～3m 、

幅0.4～1mの 長 楕円形 を呈 してお り、深 さは10c皿前後 の ものか ら60c皿まで一様 で な い。 ま た、

底面 も凹凸が あ り、 内壁 を深 く抉 り込ん だ もの も見 られ る。土坑 の方 向は東 に35° 傾 いた南北方

向の もの と、北 に約20° 傾 いた東西方向 の ものがあ る。埋土 はいず れ も黒褐色細砂含 粘質 シル ト

で、 出土遺物 は無 か った。 このよ うな形 の土坑 は、加治 ・神前 ・畠 中遺跡 において、 しば しば検

出されている。 いず れ も出土遺物が少 な く、そ の性格 にっ いて は不明 と言わざ るを得 ない。 同様

の遺構例 としては、土坑墓 の可能性が考え られ るが、埋土 の状態や形状 、遺物 の少 なさ等 か ら考

え ると、人工 の ものと考え るより自然 の もの と考えた方が良 いのか も しれない。周辺 の市域 では

同様 の類例が少 なか らず報告 されてい る。和 泉市 の万町北 遺跡 で は本遺構 と類似 した不定形 の土

坑が数多 く検出 されて いる。 これ ら土坑 は地 山 との境界 が はっきりせず、層序 の逆転が見 られ、

担 当者 は風 倒木痕 の典型 と してい る。 おそ らく本遺構 も同様 に風倒木痕 と考え るべ きであ ろ う。

SE-301(図7・13、 図版5)

本遺構 はSD-301を 掘削 中、G-6区 、SD-301の 底面 よ り検出 した素掘 りの井戸 であ る。

上面 が削平 されてい る可能性が高 いが、深 さは約1mで 、 東西 約1 .2m× 南 北約1.55mの 不 整 円

形を呈す る。埋土 は1～5mm大 の砂礫 混暗紫 褐色粘 土で10cm大 の石、木 片等 も混 じってい る。底

面近 くか ら弥生土器 の壺が出土 した。 加治 ・神前 ・畠中遺 跡で は弥生 時代 の遺物 は しば しば出土

す るが、当時期 の遺構 は検出例 が無 い。他 の遺構 はSD-301に よ って削平 され てい る可 能性 が

高 い ものの、井戸 の検出 は当調査地 に集落 が存在 して いた ことを裏付 け るものであ り、今回重要

な発 見 とな った。

4.出 土遺物

遺物 は各遺構、包含層共 に数多 く出土 した。 その内図示 し得 るのは、粘土採掘坑、SE-124・

301、SD-301等 の遺物が多 く、包含層、鋤溝、土坑等 の遺物 は細片が多いため図示 し得 るもの

が少 なか った。時代 は縄文～近世 まで の遺物が出土 して いるが、内容 は広範 囲に及 ぶ粘土採掘坑

か ら出土 した陶磁器類が大部 分を 占め、包 含層か ら出土 した中世の瓦器、土 師器 の碗 ・皿等 の出
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1:5YR2!1黒 褐 色粘 質シル ト

2:7.5YR211黒 褐色砂 礫含粘 質シル ト

3:7.5YR4!1褐 灰色 粘質 シル ト

4:7.5YR212黒 褐色 細砂混 粘質シル ト

5:7.5YR2!1黒 褐色 粘質 シルト

6:7.5YR2!1黒 褐 色細砂含 粘質 シル ト

7:7.5YR511褐 灰 色シル ト～ 極細砂

82.5YR3!1暗 赤灰 色粘質 シルト～ 細砂

97.5YR2!1黒 褐色 細砂～砂 礫



図13.SE-301

土が 目立っ。また、粘土採掘坑や包含層か らは当該期 の遺物に混 じって青磁、白磁、青花等の輸

入陶磁器が多 く出土 しており、中で も13点もの青花の出土は特筆すべきものである。またSD-

301か ら出土 した有舌尖頭器にっいては、市内で2例 目の発見であるが、 ほぼ完全 な形での発見

としては初めてである。

以下、各遺構 ・包含層出土の遺物を詳述 していくが、各遺物については瓦器/勝 浦康守氏、須

恵器/中 村浩氏、輸入陶磁器/森 田勉氏、小野正敏氏の編年 ・分類を参考 にさせていただいた。

また、瓦器皿 ・土師器皿にっいては、口縁部の形態か らA～Eの5タ イプに分類 した。Aタ イプ

/深 めの皿で、口縁はゆるく外反するもの。Bタ イプ/深 めの皿で、強いナデによって口縁部が

S字 状を描 くもの。Cタ イプ/浅 めの皿で、ナデによる口縁部の立ち上が りが明瞭でな く、まっ

す ぐに近いもの。Dタ イプ/浅 めの皿で、底部よりほぼ垂直に立ち上が り口縁と底部の問にする

どい稜線をもつもの。Eタ イプ/や や深めの皿で、 口縁部が内弯するもの。以上の5タ イプで

ある。

粘土 採掘坑(図14・15、 図版9)

1はSK-102か ら出土 した遺物 であ る。須恵器 の捏鉢 口縁部 で、 口径35.4c皿 を測 る。2・4・

5はSK-104か ら出土 した遺物 であ る。2は 土 師質土 錘であ る。径1.4cmを 測 る。4は 京 焼系 陶
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器 で底 径4.6cmを 測 る。高台裏 に銘 「森?」 があ る。5は 肥 前系磁 器碗口縁部 で、径9.4c皿を測 る。

口縁外 面 に波文 をめ ぐらす。

3はSK-103か ら出土 した遺物で、肥前系磁器碗底 部で ある。高台径4cmを 測 り、 文様 等 は

不 明で ある。

6はSK-106出 土 の遺物で土師器羽釜 口縁部で ある。 口径27.4cmを 測 る。

7～10はSK-107出 土 の遺物で あ る。7・8は 土師質土錘で ある。それぞれ径1cm、1.4cmを

測 る。9・10は 肥前系磁器で ある。9の 筒型碗 は口径8.2cmを 測 り、 外面 に菊花 文、 内面 に四方

襷文 を描 く。10は 青磁染付碗で、内面 に四方襷文 を描 く。 口径11.4c皿を測 る。

11・12はSK-108出 土 の遺物で ある。11は 志野で、底 径6.8cmを 測 る。12は 瓦 器碗 で 口径14.8

cmを 測 り、 内面 には口縁端部 まで ミガキを施す。

13～15はSK-109出 土 の遺物で あ る。13は 肥前系磁 器皿で、 口径10cmを 測 る。 外面 に花 文 を

描 く。14・15は 瓦器碗で ある。14は 底部で、高台径6.4cmを 測 り、見込み部分 に格子文 の ミガキを

施 す。15は 口縁部 で口径13.4cmを 測 る。 内面 には輪状文 の ミガキを施す。16・17はSK-115出 土

の遺物 で、肥前系磁器碗で ある。16は 口径9cmを 測 り、外面 には二重 網 目文 を描 く。17は 口径10.

6cmを 測 り、外面 に松枝文 を描 く。

18～23はSK-111出 土 の遺物で あ る。18・19は 土師器 皿で ある。18は 囗径9cmを 測 り、Aタ イ

プ、19は 口径11cmを 測 り、Eタ イプに該当す る。20は 瓦器碗で、 口径15.6c皿を測 る。21は 陶器 甕

口縁部で あ る。 口径 は36cmを 測 る。22は 肥前系磁器碗で ある。 口径5.8cmを 測 る。23は 土 師質 の

摺鉢で、 口径27.6c皿 を測 る。外面 に墨書 で 「寿」字が書かれて いる。

31はSK-118出 土 の遺物で、土師器底部 である。底径12cmを 測 る。

32～36はSK-119出 土 の遺物で あ る。33は 肥前系磁器碗で、 口径12.2c皿 を測 る。外 面 に草 花

文 を描 く。34は 須恵器杯身で あ る。高台径9。4c皿を測 る。35・36は 陶器 で、 高台 径 がそ れぞ れ4.2

c皿、5cmを 測 る。36は 見込 みに 目跡 が残 っている。

38～47はSK-120出 土 の遺物で あ る。38は 備前壷底部 である。底 径9.6cmを 測 る。39・40は 唐

津で ある。39は 灰釉皿 で囗径11.8cmを 測 り、40は 鉄絵皿で 口径14cmを 測 る。41・42は 肥 前 系磁 器

碗で ある。41は 口径11.2cmを 測 り、外面 には草花文 を描 く。42は 口径10c皿 を測 り、外面 に は梅 樹

文 を描 く。43は 京焼系 陶器 で、高台裏 に 「清水」銘が ある。高台 径4.6cmを 測 る。44は 素 焼 きの

瓶で高台径2.8c皿を測 る。45は 青磁染付碗 で口縁部内面 に四方襷文、 見込 み に五 弁花 の印判 を押

して いる。 口径 は11.6cmを 測 る。46・47は 堺摺鉢 である。46は 口径34cmを 測 る。47は 底部 で底径1

6.8cmを 測 る。

SE-301(図14、 図版9)

24はSE-301出 土 の遺物で、弥生土器壺底部で ある。底径7.2cmを 測 る。2mm前 後 の砂粒 を数

多 く含 み、摩滅 によ り調整 は不 明であ る。
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図14.SK-102(1)、SK-104(2、4、5)、SK-103(3)、SK-106(6)、SK-107(7～10)、SK-108(11、

12)、SK・109(13～15)、SK-115(16、17)、SK-111(18～23)、SE-301(24)、SD-301(25、26)、SK-124(27

～30)出 土 遺 物
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図15.SK-118(31)、SK-119(32～36)、SK-120(37～47)出 土 遺 物

SD-301(図14、 図版9)

25・26はSD-301出 土 の遺物で須 恵器杯身で ある。25は 口縁 端部が欠 けて いるが、10c皿前後 に

な るものと思 われる。26は 口径11.4c皿を測 る。 いずれ も第1型 式第5段 階 に該当す る。
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図16.包 含層 第2層 出土遺物

SK-124(図 版14、 図版9)

27～30はSK-124出 土 の遺物で ある。27は 京焼系陶器底部で、高 台径4.6cmを 測 る。28・29は

肥前系磁器碗 である。28は 底部で、高台径4.6cmを 測 る。文様 は不 明で あ る。29は 口径10cmを 測

り、外面 に印判 を押 して いる。30は 土師器甕であ る。 口径26c皿 を測 り、外面 に タタキ 目を残す。

包含層第2層(図15、 図版10)

48～57は 包含層第2層 か ら出土 した遺物で ある。

48は 須恵器杯身で、 口径15cm、II型 式5段 階 に該当す る。49～51は 土師器羽釜 口縁部 である。

口径 は21.2～26.2cmで ある。52は 瓦器皿で、 口径7.4c皿を測 る。53～55は 瓦器碗 であ る。53は 底 部

で あ る。 内面 に は格子 ミガキを施 し、高台径5c皿 を測 る。II-3期 に該 当す る。54・55は 口縁 部

で あ る。 内面 に ミガキを施 し、 口径11.6cm、15cmを 測 る。 皿期 に該当す る。56は 土 師質 土錘 で あ

る。径1cmを 測 る。57は 土師質蛸壺で ある。

包含層第3層(図17、 図版10)

58～94は 包含層第3層 出土 の遺物で ある。

58は 黒色土器A類 で ある。調整 は摩滅 のたあ不明で あ る。 口径15.6cmを 測 る。

59～69は 瓦器碗 であ る。59～62は 口縁部で、 口径13.6～17.8cmを 測 る。 内面 は端部 まで ミガキ

を施 してい る。63～69は 底部 で、高台径4.5～5.5cmを 測 る。 内面見込み に格 子文 ・平 行文 ・輪状

文 の ミガキを施 してい る。瓦器碗 は皿期 に該当す るものが多 く中心を 占め、少量 で はあ るが 皿一

2・3期 に該 当す るもの も含 まれる。

70～73は 土 師器皿 で、 口径8～10c皿 を測 る。70はBタ イプ、71～73はDタ イプに該 当す る。

74～80は 瓦器皿 で、 口径7.4～10cmを 測 る。74・75はEタ イプ、76・77はAタ イプ、78・79はBタ

イプ、80はCタ イプに該 当す る。
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図17.包 含層 第3層 出土遺物
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図18.包 含層 第4層 出土遣物

81～87は 須恵 器で ある。81～83は 須恵器杯身 であ る。81・82は 口縁部 で口径13cm、15.2cmを 測 る。

83は 底部で高台径7c皿 を測 る。81はII型 式2段 階、82はII型 式4段 階 に該 当す る。84は 長頸壺 口

縁部で、 口径14.6c皿 を測 る。85～87は 捏鉢 口縁部であ る。口径26.4～35.4c皿 を測 る。

88・89は 土師質 の蛸壺であ る。

90～94は 土師質 の土錘であ る。90～92は 径3.5～4.6cmを 測 り、93・94は 径1c皿 前後 の細 い タイ

プの もので ある。

包含層第4層(図18、 図版10)

95～102は 包含層第4層 か ら出土 した遺 物で ある。

95は 弥生土器壺底部 である。底 径4.6cmを 測 る。

96・97は 須恵器杯蓋 である。96は 径14.4c皿でII型 式3段 階 に該 当 し、97は っ まみ のあ る タイ プ

で径 は不 明、IV型 式 に該 当す る。98～100は 須恵器杯身 である。98は 口径10cmを 測 り、1型 式5

段 階に該 当す る。99・100は 高台 を持つ タイプで、高台径 は99が8c皿 、100が13cmを 測 る。

101は 瓦器 で、 口径13.6cmを 測 る。内面 に ミガキを施 し、 皿一1期 に該 当す る。

102は 焙烙 であ る。 口径32.8cmを 測 る。

白磁 ・青磁(図19・ 図版11・12)

103～111は 白磁 であ る。103～107は 碗 口縁部 であ る。端部 は玉縁状 を呈す るタイ プで、森 田勉

氏 の分類 でIV期 に該 当す る。 口径 は15.6～17cmを 測 る。104はIX類 の皿 で、 口禿 げ と呼 ばれ る タ

イ プの ものであ る。 口径11.6c皿を測 る。108～111は 碗底部 であ る。108～110は 高台の低 い タイ プ

で、 高台径 は5.4～7.2cmを 測 る。111は 高台 の高 い タイプで、V類 に該 当す る。 高台 径 は6c皿 を

測 る。

112～116は 青 磁であ る。112は 碗 口縁部 で、雷 文帯 と蓮弁文 を施 す もの。 口径11.8c皿 を測 る。

113～116は 碗高 台部で、高台径5cm前 後 を測 る。115・116は 胴部外面 に蓮弁文 が施 されて いる。
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図19.白 磁 ・青磁

青花(図20、 図版11)

117～123は 景 徳鎮の青花であ る。117は 端反 りの皿B類 で、 口径9.4cmを 測 る。15世 紀 末～16世

紀前半 の もので ある。118は 碗C類 の 囗縁 で口径18.4cmを 測 る。119～123は 碗高 台部 で、 高 台径

5cm前 後 の もの と、7～9cmの もの とがあ る。

124～129は 潭州窯系の青花で ある。124は 端反 りの皿F類 で、 口径17.4cmを 測 る。125は 碁 笥底

の皿C類 で、高台径5c皿 を測 る。126は 碗底部 で、高台径4.2c皿を測 る。127～129は 高台 部片 で あ

る。高 台径 は127が8.4cm、128・129は5cm前 後 に復元 で きる。高台 に は離 れ砂 が付着 して い る。

年代 は117を 除 いて、全て16世 紀末 の ものであ る。

瓦(図21)

130～133は 軒瓦で ある。130～132は 巴文の軒丸 瓦であ る。130はSK-120か ら廃棄 された状態
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図20.青 花
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で、一 括 して出土 した瓦 の一 っで、半径 は7cmを 測 る。131・132は 破損 によ って、 径 は不明 で

ある。

133は 唐草文軒平瓦 であ る。

石器(図 版12)

134は 有舌尖頭器で ある。長 さ9.2c皿、幅2.7c皿を測 る。平行剥離 に加 え、刃先 に細剥離 を行な っ

てい る。王子遺跡 に次 いで、貝塚市内で2例 目の出土であ る。

図21.瓦
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第4章 ま と め

今回の調査では、調査区全面で弥生時代か ら江戸時代までの各時期の遺構を検出することがで

き、調査地における各時代の遺構の変遷を押 さえることができた。まず遺構にっいては、近世の

大規模な粘土採掘坑を検出したことと、弥生時代の井戸を検出 したことが大 きな成果 といえ るだ

ろう。粘土採掘坑は、後述するが北側に存在する貝塚寺内町遺跡 との関係を考える上で興味深い

結果となった。また弥生時代の井戸については、今 まで周辺の調査において弥生土器等の遺物は

出土するものの、明確な遺構が見つかっておらず、今回加治 ・神前 ・畠中遺跡で初めて検出 した

弥生時代の生活の痕跡である。 この事によって、弥生時代には調査区周辺に集落が広がっていた

ことが確認 された。 しかし井戸以外の住居跡等の遺構にっいては、井戸の上部が古墳時代 に入 っ

て調査区を南北に流れる自然流路で削 られていること、江戸時代に入って粘土採掘が行なわれた

こと等から削平 されている可能性が高い。今後、調査によって同時期の遺構例が増加されるのを

待ちたい。

自然流路SD-301に っいては、深さが15～45cmと 浅 く、遺物の出土量や時期幅等を考えて も

恒常的な流路ではなかったと思われる。調査区は近木川と津田川の中間に位置 しているが、両川

か らも距離があり、氾濫原とするには無理がある。流路下面の地山は砂礫層を呈 しており、埋没

した河川の存在が想起される。

遺物にっいては、中世を中心とした遺物が多数出土 した中で、SD-301で 出土 した有舌尖頭

器が特筆される。有舌尖頭器の出土は貝塚市域では王子遺跡に次いで2例 目であるが、今回はほ

ぼ完形で出土 している。流路か らの出土であるにも拘 らず、摩滅 も少なく良好な出土状態である

ことか ら、比較的近 くか ら流れてきたものと思われ、近接地に縄文早期の遺跡が存在する可能性

がある。市外周辺 に目を向けると、大園遺跡、栄の池遺跡、三田遺跡等か ら有舌尖頭器が出土 し

ている。今回出土の有舌尖頭器は、大園遺跡、喜志西遺跡、高井田遺跡等の出土例 と類似 し、長

さもあり、形 も整 っているタイプのものである。現在、有舌尖頭器は土器を伴う明確な遺構から

の出土例が少なく、編年等は難 しい状態にあるが、本調査地例を比較的古い段階に位置付けてい

る編年 もあり、周辺遺跡 との関係 も含め、今後の研究に大きな成果 とな り得 るものと思われる。

また、粘土採掘坑か らは多量の種類 も豊富な陶磁器が出土 している。特に青花が13点 まとまっ

て出土 しているのが注目される。これ らの内15世 紀末～16世紀前半の1点 を除いては16世紀末の

ものである。また、唐津の鉄絵皿の破片や 「清水」や 「森」等の銘の入 った京焼系陶器が出土 し

ているのも注目される。16世 紀末は貝塚が信長 によって寺内として取 り立てられ、また紀州鷺ノ

森か ら願泉寺に本願寺が移ってきた時期でもある。 こうした時期の遺物が出土 しているのは寺内

町との関係を想起させ、興味深いものがある。

以上、今回の調査における遺構 と遺物にっいての総括を述べたが、最後に調査区における歴史

的な流れを述べて調査全体のまとめとしたい。
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調査区での生活の痕跡が現れるのは弥生時代である。それ以前にっいては、縄文早期に近接 し

た地域 に集落があったと思われるが、遺構としては弥生時代が初見である。その後古墳時代に入

ると、南北に自然流路が流れはじめる。自然流路は浅 く、急な流れを伴わずに自然にゆっくりと

埋没 していったと思われる。周辺には樹木 も生えていたと思われ、多数の風倒木痕を検出してい

る。自然流路埋没後、中世には周辺地域 と同様に調査区も耕作地 として開発されたものと考え ら

れ、多数の鋤溝を検出した。やがて江戸時代には、調査区に堆積する良質の粘土を求め、大規模

な粘土採掘が行なわれている。

このように調査区からは時代 ・種類共に多数の遺構を検出でき、大まかな歴史的流れを押さえ

得ることができた。今回の調査結果は調査区周辺のみならず、他の遺跡や他の地域 との関わりを

考えさせるものが多 く、その点が今後の課題 となるだろう。

粘土採掘坑について

今回の調査では、広い範囲で粘土採掘坑を検出し、大 きな成果を得た。そこで、今回検出した

粘土採掘坑にっいて もう少 し詳 しい考察を加えていきたい。粘土採掘坑は山状に地山が残 る形状

か ら幅2～3mの 長方形を一単位 としている事 は既に述べた。 これらの単位をまとめると最大約

20×30mの 大きな単位となる。おそ らく採掘は一回に必要に応 じた一定量の粘土を採取 し、それ

を繰り返 し行なったためにこのような形状となったものと思われ、大 きな単位が粘土採掘の一回

の量であると思われる。今回検出 した粘土採掘坑の類例を見てい くと、貝塚市内においては1996

年度に発掘調査を行なった東遺跡の例がある。東遺跡では、約2～3×6～7m、 最大5×9m

の長方形を一単位 としており、深さも1m近 くに及ぶ ものがあり、今回検出 した粘土採掘坑の状

況 と非常に類似 している。 もう少 し範囲を広げて類例を見ていくと、堺市教育委員会が行なった

北花田遺跡、南安井町遺跡、堺環濠都市遺跡一少林寺町東4丁SKT391地 点の発掘調査で検 出

された粘土採掘坑がある。いずれも平面形 は長方形に近 く、深さも約50c皿前後、深いものでは約

1m前 後 に及ぶ例がある等今回検出 した粘土採掘坑の例 と類似 している。また出土遺物から得 ら

れたこれ ら粘土採掘坑の年代が18～19世 紀代である点 も同様である。 これらの遺跡に共通する点

はいずれも中世～近世にかけての都市遺跡の周辺に存在するという事である。今回調査を行なっ

た加治 ・神前 ・畠中遺跡と東遺跡の周辺 には、約1㎞ の範囲内に貝塚寺内町遺跡が存在する。同

じく堺市には堺環濠都市遺跡が周辺に存在 してお り、 これ ら都市遺跡 と粘土採掘坑 は関連 してい

ると思われる。文献において も、17～18世 紀には寺社が復興 し、商業 も発展 していく段階にあり、

貝塚において も天正15年 頃か ら新町が建設されていくようになる。また、地山粘土のみではなく、

調査地 に存在 していた中世の耕作土を混ぜ合わせて採取 している点等、おそ らく建築用粘土を採

取 した ものと考えられ、寺内町建設に大きく関わ っているものと思われる。

また、今回検出した粘土採掘坑は平面方形の大型で、深さの深い土坑が集中するタイプであっ

たが、その他に不整形の土坑が固まっているタイプ(A)、 深さが浅い土坑で、面積が大 き く広

がるタイプ(B)、 幅50cm程 度の素掘 り溝状を呈す るタイプ(C)等 、粘土採掘坑にはいくつか
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のタイプが存在す る。Aタ イプには大和郡山市が調査 を行 な った平城京右京8条3坊3坪 の発掘

調査 に類例 が求 め られ る。径1～1.5m、 深 さ1m前 後 の不整形 の土坑 が一定 の範 囲 に集 中 して

検出 されてお り、調査者 によって中世 の土器生産 に関す る粘土採掘坑 と報告 されてい る。Bタ イ

プには本市が1992年 に調査 した津 田遺跡 の粘土採掘 坑が類例であ る。津 田遺跡で は深 さ10～20cm、

深 い部分で は30cm程 の浅い土坑 が10m以 上 に広 が って いることが確認 された。他 に富 山県 の下老

子笹 川遺跡で も類例が認 め られ る。Cタ イプ は奈良県斑鳩 町の 目安遺跡 の他、 い くつか大阪府近

隣にお いて も検 出 されてい る。 これ らの タイプが年代 的な差 であ るのか、それ と も用途 にお ける

違 いであ るのか は粘土採掘坑報告例 も乏 しい現在、判断 す ることは難 しい。 おそ らく両方 の可能

性 を考 えてい く必要 があ るだろ う。今後類例が増加す るのを待 って詳細 な考 察を加 えてい きたい。

堺市教育委員会 堺市文化財調査概要報告第50冊 南安井町遺跡発掘調査概要報告

一市立病院建設に伴 う調査一1995 .3

〃 〃 第43冊 北花田遺跡発掘調査概要報告

一KKD-1地 点:堺 市北花田町一1994 .3

""第45冊 堺環濠都市遺跡発掘調査概要報告

一少林寺町東4丁(少 林寺小学校)SKT391地 点一1994 .3

大和郡山市教育委員会 大和郡山市文化財調査概要28平 城京右京8条3坊3坪 発掘調査慨報1993 .3

貝塚市教育委員会 貝塚市埋蔵文化財調査報告第34集 津田遺跡発掘調査概要1994 .12.28

㈱富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所 埋蔵文化財調査概要一平成7年 度一1996

奈良県立橿原考古学研究所 奈良県遺跡調査概報1981年 度 斑鳩町目安遺跡発掘調査慨報1983 .3.31
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付 論

貝 塚 市 内 発 見 の 近 世 粘 土 採 掘 土 坑

前 川 浩 一・

1.は じめに

近年増加 した発掘調査は様々な新事実を提供する。特に、従前では調査対象ではなかった近世

遺跡にっいて も、近年、計画的に発掘調査が実施 されるようになり、大きな成果が得られている。

貝塚市内においても、市名の元となっている 「貝塚町」の前身である貝塚寺内町遺跡にっいて、

限 られた中でのものであるが、徐々に発掘調査が実施できるようになり、断片的ではあるが様々

な成果が得 られている。

図22.粘 土採掘土坑検出地点
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そのような状況 と関わって、貝塚寺内町遺跡を取 り囲むように位置する周辺遺跡の近年の発掘

調査 において、近世の粘土採掘土坑を多数確認 している。概要報告段階では、位置関係から寺内

町との関わりを推定 していたが、それぞれの調査例単独では、採掘 された粘土の用途や寺内町と

の関わりにっいて検証することは困難であった。

そこで、小稿では貝塚寺内町遺跡周辺遺跡 にて確認 した近世粘土採掘土坑にっいて総合 して検
正)

討 し、採掘粘土の用途等にっいて考えてみたい。

2.粘 土採掘土坑の検出例(図22)

1)加 治 ・神前 ・畠中遺跡(図23)

平成2年 に実施 した発掘調査において採掘土坑を検出している。調査地点は本遺跡の北部に位

置 し、寺内町の南端から約200mを 測 る地点である。調査では中世の遺物包含層 はほとんど検出

できず、遺構の深 さも浅いため、近世段階で平面的な削平を受けたと推定できる。 したがって、

遺構 の状況は良好では無 く、出土遺物 も少ない。

確実な粘土採掘土坑 と判断できるものは、SD-5、SX-9、12、14、16、19の6ケ 所であ

る。規模 は1.5×6mの 溝状のものと、5×6～15mを 測 る円形に近 い不整形 のものとがある。

採掘土坑 は地山である黄色粘土が厚 く堆積する場所に存在 し、埋土は淡灰色土であり、深 さ約20

cmを測 る。出土遺物は少量であるが陶磁器等が出土 している。遺構の残存状況が不良であるので

これ以上の詳細は不明だが、18世紀以降に掘削 されたものである。

黄色粘土の堆積が厚い部分 に存在することか ら、 この粘土を狙 った採掘土坑であることは明 ら

かであり、埋土は周辺の耕作土を埋め戻 した ものと考え られる。また、採掘の規模 は小さく個人

的なものである可能性が高い。

2)津 田遺跡(図24)

図23.加 治 ・神 前 ・畠 中遣 跡
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平成5年 に実施 した発掘調査 において採掘土坑を検 出 した。調査地点 は本遺跡 の南西部 に位 置

し、寺 内町 の北東端 か ら約150mを 測 る地点で ある。 発掘調 査 は開発計画 との関係 で2ケ 所 の調

査区を設定 した。

採掘土坑 は調査 区の ほぼ全面 にて検 出 してお り、第1区 で はSK-4、5、6、 第2区 で はS

K-2、3、12の6ケ 所 であ る。第1区 の ものは溝状を呈 し、幅6～12m、 深 さ0.1～0.3を 測 る。

埋土 はいずれ も暗オ リー ブ灰色砂質土 を主体 に し紫灰色砂質土、黄灰色粘土の ブロ ックを含 む。

第2区 の もの は1.5～4.1×2.1～5.9mを 測 り、 円形 に近 い不整形で ある。深 さは0.4～1.8mを 測 り、

埋土 は黄灰 白色粘土 、暗紫灰色粘土、黒褐色粘土 の混合 した もので ある。遺物 は第1区 では青花、

陶磁器等 が出土 してい るが、第2区 で は出土 していない。

調査 区の ほぼ全面 にて これ らを検 出 し、 さらに調査 区外 に広 が ると推定 で きるため、非常 に大

規模 な作業 であ ることが理解 で きる。埋 土にっいては、周辺 に存在する粘土等だけではな く、様 々

な土 にて埋あ戻 しを行 なって いることか ら、他地点 か らの搬入 が考 え られる。

3)東 遺跡(図25)

平成6年 に実施 した発掘調査 にて採掘土坑 を検 出 した。調 査地 は本遺跡 の北部 に位置 し、寺 内

町東端 か ら約300mを 測 る地点 であ る。開発 計 画 に もとつ いて、調 査区 は3ケ 所設定 した。採掘

図24.津 田遺 跡
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図25.東 遺跡

土坑 は第3区 にて多数検出した。

第3区 は、既存建物の建設時に大幅な削平を受けているものの、それ以外では調査区のほぼ全

域にて採掘土坑を検出した。地山は灰白色粘土であり、 この粘土が存在 しない第1 、2区 では採

掘土坑は無 く、明らかにこの粘土採取が目的と見 られる。規模は1.5～5×4～7mを 測 り、長

方形、方形、円形に近い方形等がある。埋土の違いか ら2回 に分けて掘削を行 っており、調査区

東端部分のものが淡黄灰色土でありぐその他が灰色砂質土にオリーブ灰色土、灰白色粘土のブロッ

クが混 じるものである。深 さは前者が約1m、 後者が30～40cmを 測 る。遺物は遺構の上層近 くに

集中 して出土 しており、近世後半の陶磁器等が出土 している。特に瓦が多量に出土 している。

埋土の状況か ら数m四 方を掘削の一単位 とし、それを繰 り返 し一帯に採掘を広げている。さら

に、その方法にて調査区内では2回 の採掘を行 っていることが読み取れる。埋め戻 しにっいては、

採 り漏 らしの粘土や耕作土(灰 色砂質土)を 主体 として埋めているが、それ以外の土 も存在 して

おり、他地点からの搬入が考えられる。

4)加 治 ・神前 ・畠中遺跡

今回報告 した平成7年 の調査にて採掘土坑を検出 した。調査地は本遺跡の北端部にあたり、寺

内町南端か ら約500mを 測る地点である。

発掘調査では、調査区の西部分のほぼ全面において採掘土坑を検出している。位置的には地山

である黄色粘土が堆積 している部分に存在 しており、明 らかに粘土採取を目的としていることが

理解できる。規模 は3×10mを 測 る長方形を採掘単位 とし、それを3、4回 繰 り返 し、10×13m

の大単位 となるもの、2.5×10mを 測る長方形を採掘単位 として、同 じく3、4回 繰 り返 し、12
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×12の大単位 となるもの、5×5mを 測 る不整形を単位 とするものがある。深 さは約0.5m～1

mを 測 り、埋土は黒褐色土、暗褐色土、黄灰色土、褐灰色土、黄色粘土ブロック、砂礫等さまざ

まであ り、採掘時に出た黄色粘土や調査地に存在 した遺物包含層などと共に、他所か ら搬入 した

土が多 く埋土となっている。遺物は、多数の陶磁器、瓦片、焼土、火を受けた瓦片等が出土 し、

調査地 の遺物包含層に含まれたと推定できる瓦器、土師器、須恵器等 も出土 している。特に今回

青花が11点 出土 し、市内における最多出土例となった。また、大単位同志の問で、幅約50cm程 度

で帯状に粘土採掘が及んでいない部分が存在 し、採掘時に上面の畦を破壊せずに、農地区画の中

だけを採掘 していることが読み取れる。

今回の採掘土坑 は、検出したものだけでも約2,500㎡ に及んでお り、一度 に採掘 したな らば非

常に大がか りな ものである。

3.採 掘粘土の用途

すべての調査区は、土層断面観察か ら、粘土採掘時は農地であったことが判明している。

まず、埋土の状況からすると、1)加 治 ・神前 ・畠中遺跡例以外 は調査地 に存在 した耕作土、

掘 り漏 らした地山ブロックを埋め戻 しに使用 しているものの、明 らかに他地点か らの搬入 と見 ら

れる土が含まれており、単純に粘土採取後、周辺に存在 した土によって埋め戻 したとはできない。

3例 とも調査区外 に広がるほどの大幅な採掘であり、周辺の土によって埋め戻 しを行なった場合、

大幅に周辺の土を削 り使用することとなる。 したがって、採掘地周辺の地形を大きく変化させる

ことな り、採掘地を旧地形を変えずに農地 に復旧することは不可能である。また、埋土内に陶磁

器、瓦が多数含まれており、農地にこれ ら陶磁器等が多数散布 していたとは考えられない。

それではこれらの土や陶磁器等が埋土に含まれている理由はなにか。市内各地での発掘調査実

施中に地域住民から聞いた話では、農家にて住居を改築する場合、壁土等の建築用材 として農地

の床土以下を掘削 し、その後に既存の住宅の解体残土や瓦をそこに捨てるということであった。

この一連の作業が地域的に広 く分布 しているのかは、聞取 り調査を実施 していないため不明であ

るが、時代的には昭和中頃まではされていたようである。

この現代例と3ヶ 所の採掘土坑の状況を比較 した場合容易に理解できる。採掘地周辺に存在 し

ない土が含まれることは、建物解体時の残土であり、農地 に大量には存在 しないはずの瓦、陶磁

器が多量に含まれることは建物解体時の瓦、廃棄 された陶磁器、造成作業の削平 した遺物 とでき

るのである。 したがって、粘土採掘の目的は建築用材であることが断定できる。

4.採 掘粘土の使用場所

それでは、採掘 された粘土の使用場所 はどこか。 ここで注目したい出土遺物に青花がある。2)

津田遺跡、4)加 治 ・神前 ・畠中遺跡 において、前者では1点 、後者では11点の青花が出土 して

いる。

市内における発掘調査では、青花の出土は一般的では無 く、非常に限 られる。寺院跡や農地か
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ら出土するものの、1調 査にて小破片が1点 程度出土する例が数例 という状況にあs>
oそ の中に

あって、貝塚寺内町遺跡の発掘調査においては、青花 自体の年代に合致 した遺構等か らの出土で

は無 いものの、近年の発掘調査において江戸時代に形成された遺物包含層等か ら複数出土する例

を確認 しており、今回の加治 ・神前 ・畠中遺跡を除いて、貝塚寺内町遺跡が市内の集落遺跡 に直

接関係する青花出土の最多遺跡である。

また、貝塚寺内は、「寺内」 としての取立、信長、秀吉からの 「寺内」 としての扱いにっ いて

は問題を持っものの、天正11年(1583)か ら同13年(1585)に かけて、本願寺御堂が置かれ、浄

土真宗の中心地であった。更に、江戸時代を通 じて幕府より 「寺内」として安堵され、願泉寺を

中心 とした一大都市であった。町内には、商家、手工業職人が多数存在 し、周辺地域における商

業、手工業の中心地の一っであった。 このように集落の歴史、性格か らみて、青花の示す同時代

に直接入手 したこと、後に購入、伝世 ・廃棄 されたこと等
、これら輸入磁器を取 り扱っていたこ

とは容易に理解できる。

間接的な事実からの推定ではあるが、現在の貝塚市域周辺を見た場合、貝塚寺内以外に青花 と

結びっ く集落等は見い出せず、各発掘調査にて出土 した青花の出自は貝塚寺内であることはほぼ

確実 と考えられる。貝塚寺内町内での建物等建設のために粘土が採掘 され、解体残土等が採土地

に運ばれたと見 られる。

採掘後の運搬の距離を見 ると、各発掘調査地点は貝塚寺内町遺跡か ら200～500mの 地点に位置

する。皆負子、天秤棒、 もっこ等にて運搬す る作業効率を考えると非常に好条件の地点に立地 し

ている。 したがって、貝塚寺内町遺跡を囲んで周辺に存在する粘土採掘土坑 は
、すべて寺内町の

ためのものであることが考え られる。

また、貝塚寺内町遺跡内の段丘上に位置する地点 における発掘調査では
、ほとんど造成のため

の盛土を行わず、切土整地が主体 となっていることが明らかになってい!1)
O切 土 した残土 は町内

にて処分することは不可能であり、寺内外に廃棄場所を求める必要性が存在 したことが理解でき
、

この事からも先の推定が裏打ちでき12)dp

5.お わ りに

五十川伸矢の研究によると、近世段階では、土を扱 う専業集団が生まれていたこと
、商品とし

て土が売買されたことが想定 されている。先に見たとおり、4)加 治 ・神前 ・畠中遺跡の検出例

は、2,500㎡ にも及ぶ採掘土坑群を確認 し、採掘された粘土量は膨大である
。作業量か らすれば

採掘集団を考えなければ到底理解できるものではない。

今回の考古学成果にもとつ く検討では、売買関係、採掘集団、具体的な採掘行為等について考

えることはできないが、今で言 う 「リサイクル」が発達 した江戸時代社会においても
、これら解

体残土等にっいては 「リサイクル」できなか ったことを具体的に明 らかにし
、また、それらの処

分方法の一っを明らかにできたことは大きな成果と考え14)O
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注

1)粘 土採掘土坑か らの出土遺物は、幕末までのものであるが、埋土には様々な遺物が混在し、

出土遺物の下限時期が必ず しも遺構の時期 とするのは問題があるため(例 、近世中頃までの

遺物 しか出土 しないが、実際は幕末の遺構である。等)、 今回は 「近世」 として大 きくとら

える。

2)貝 塚市教育委員会 『加治神前畠中遺跡発掘調査概要』貝塚市埋蔵文化財調査報告第20集

1991

概要報告では埋土の記載が抜 けているので、 ここに改めて報告す る。

3)貝 塚市教育委員会 『津田遺跡発掘調査概要』貝塚市埋蔵文化財調査報告第34集1994

概要報告にて肥前系染付 と報告 しているもの(図10-1)は 、青花であることをここで

訂正する。

4)貝 塚市教育委員会 『東遺跡発掘調査概要1』 貝塚市埋蔵文化財調査報告第37集1996

概要報告では、第3区 第2面 における遺構記述が不足 しており、調査区北西の段差部分を

境 として、東側段上部分の埋土が淡黄灰色土、西側段下部分が灰色砂質土ベースとはっきり

と分かれる。また、記載のあるもの以外の図面上にある遺構 はすべて粘土採掘土坑であるこ

とをここに付記する。

さらに、第3区 の面 として報告 しているものは、実際には、同一面上で切 り合い関係をグ

ループに分け、新 しいものか ら順 に面としているものであり、遺物包含層が間に存在するも

のではない。

なお、 これ以外にも概要報告書にっいては不充分な記述が多いため、引用 される場合はこ

一報いただきたい。

5)貝 塚市沢地区にて、採掘後 に瓦をその穴に捨てるという話を聞いた。

6)貝 塚市教育委員会 『加治 ・神前 ・畠中遺跡発掘調査概要一保健合同庁舎建設に伴う発掘調査一』

貝塚市埋蔵文化財調査報告第36集1996

7)貝 塚市教育委員会 「1貝 塚寺内町遺跡の調査」『貝塚市遺跡群発掘調査概要18』 貝塚市埋

蔵文化財調査報告第38集1996

8)貝 塚市役所 『貝塚市史 第3巻 資料』1958

47P、58P「 貝塚御座所日記」

71P「(包 紙)権 現様御黒印之写」慶長15年(1610)願 泉寺文書

130P「 了観師記万記録」延享3年(1746)願 泉寺文書

9)NHKデ ータ情報部編 『ヴィジュアル百科 江戸事情 第2巻 産業編』雄山閣出版1992

162Pの 「土木人夫」土の運搬の様子

10)陸 上での運搬手段 として、大坂ではべカ車があるが、町奉行所はきびしく台数制限等を実

施 しており、あまり一般的ではなかったようである。 したが って、人力による運搬が主 と想

定 した。
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板倉聖宣 『日本史再発見 理系の視点から」朝 日選書477朝 日新聞社1993

11)貝 塚市教育委員会 「II貝 塚寺内町遺跡の調査」『貝塚市遺跡群発掘調査概要18」 貝塚市埋

蔵文化財調査報告第38集1996

12)塵 芥 にっいては、浜に捨てよとの命令が出ているため、解体残土等にっいて も、同様の扱

いがあった可能性はあるが、量的にみて浜に無差別に廃棄 したとは考え難い。

政令

寛政十二庚申四月十五 日

一、御境内之塵芥捨所之義二付、左之通書付

塵芥之義、向寄之川筋畠等へ持出捨候様子一相見へ、有間敷次第一候、

以来浜へ持出捨可。申候、若心得違川筋畠へ持出候ハ、急度御沙汰可。有レ

之事

申四月

右年寄当番へ御渡、尚御家来一統へ も仰聞候

貝塚市役所 「貝塚市史 第3巻 資料」1958168P

13)五 十川伸矢 「第6章 土採 りの歴史的変遷」『京都大学埋蔵文化財調査報告IV一 京都大学病

院構内遺跡の調査一』京都大学埋蔵文化財研究センター1991

14)江 戸では、下肥、灰等の廃棄物のリサイクルが行われており、火事跡等に発生する瓦、壁

土等は道路の補修に利用されたり、へっっい作 りに塗 りこめられたりし、それで も処分でき

ないものは埋立地に運ばれたとのことである。

しかし、貝塚寺内の中ではリサイクルの様子は明確ではなく、周辺には江戸 の様な埋立地

は存在 していないようであり、必然的に寺内町周辺にて処分する必要が出て くる。

石川英輔 『大江戸えねるぎ一事情』講談社1990

石川英輔 『大江戸 リサイクル事情』講談社1994

渡辺善次郎 「江戸時代になぜゴ ミ問題がなかったのか?」 『江戸の真実』別冊宝島126号

JICC出 版局1991
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1.第2区SK-124南 西 よ り

2.第1区 第3層 下面鋤溝群 南西 より
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1.第2区SK-109北 東 よ り
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